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三越伊勢丹グループの目指す姿

　当社グループは、2023年5月に、三越伊勢丹グループ企業
理念を再整理し発表しました。これは、コロナ禍の厳しい状況
で自信をなくしたり、統合以降、各のれんの企業理念はあって
もグループ全体で包含するものがなかったりというなかで、
よりどころになるものを整理する必要があったからです。丸
一年かけて、一人一人が何にやりがいを感じ、何を大切にし、
当社グループがどうあってほしいかを地域事業会社・関係会
社を含めた従業員約14,000人が考え、対話を行い、それを踏
まえて経営陣も議論を重ねて再設計しました。
　こうして、 2021年に中期経営計画の発表にあたって掲げ
た、私たちの目指す姿（ビジョン）である「お客さまの暮らし
を豊かにする、“特別な”百貨店を中核とした小売グループ」
の実現に向け、「私たちの存在意義（ミッション）」と「私たち
が大切にする思考と行動（バリューズ）」を明確化し、グルー
プ一丸となって進んでいく考え方ができあがりました。
　ミッションである"こころ動かす、ひとの力で。"には、 「“私
たち一人一人”の力で、“私たちのステークホルダー”の心を動
かします」 との意味を込めています。世界中が地政学的な緊張
の高まりや気候変動など、多くの難題を抱えている時代だか
らこそ、当社グループの強みである多様な人財の力を課題解
決に活かし、持続可能な社会づくりに貢献してまいります。
　「百貨店の再生」を目指した中期経営計画の初年度である
2022年度の営業利益は、連結ベースで296億円を計上し、新
型コロナウイルス感染症拡大前の2018年度の実績を超える
ことができました。これに大きく貢献したのがアプリ会員の仕
組みです。エムアイカードとアプリ会員、デジタル会員を合計
した識別できるお客さまの数は、2022年度末で約590万人と

大きく増加しました。今、私たちは、こうしてつながったお客さ
まの「高感度な消費、上質な消費」のご要望にしっかりとお応え
する「個客業」への進化を目指しています。「個のマーケティン
グ」でお客さまお一人お一人のニーズを把握し、私たちが持つ
百貨店以外のコンテンツについてもサービスを提供すること
で、お客さまとの関係性をさらに深めようとしています。
　百貨店業の再生に続く展開フェーズでは、金融、システム、
物流、建装、人財などのグループ会社のスキルやノウハウを組
み合わせることで、社会への提供価値を高め、百貨店を核とし
た将来のまちづくりにつなげてまいります。

私たちのサステナビリティの原点と取り組み

　2023年、三越は創業350周年を迎えました。伊勢丹も137
年の長い歴史を持ちます。どちらも創業以来「お客さま第一」
を掲げ、時代や社会環境の変化に対応しながらお客さまのご
要望を先取りし、提案して今日まで続いてきました。三越伊勢
丹グループのサステナビリティの原点は、まさにここにあり
ます。
　当社グループは、2018年に「サステナビリティ基本方針」
を制定し、企業活動を通じて社会課題の解決に貢献すること
で豊かな未来と持続可能な社会の実現に向けた役割を果たす
ことを表明しています。この方針に基づく「重点取り組み（マ
テリアリティ）」として、①人・地域をつなぐ、②持続可能な社
会・時代をつなぐ、③従業員満足度の向上の3項目を特定し、
それを支える「ガバナンス」と「コミュニケーション」を基盤
に推進しています。
　①人・地域をつなぐ取り組みでは、地域のすばらしさを日本
全国にお伝えすることを目的として2019年よりスタートした

原点に立ち返り、
新たな企業理念のもとに、
ステークホルダーの
皆さまと豊かな未来を
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「三越伊勢丹ふるさと納税」など、地域の企業、団体、自治体と
連携した地域活性化に取り組んでいます。また、文化展などを
通じた日本の文化・伝統の継承や次世代のアーティストやク
リエーターの育成も私どもに課せられた重要な役割と捉え、
発信の場づくりをはじめとする活動の支援に努めています。
　②持続可能な社会・時代をつなぐ取り組みとしては、主に脱
炭素社会の実現を見据えた省エネ・創エネ・再エネの推進や循
環型社会を目指した4R（Refuse、Reduce、Reuse、Recycle）な
どに尽力しています。特に気候変動に関しては、2021年に開
催 さ れ た「 国 連 気 候 変 動 枠 組 条 約 第26回 締 約 国 会 議

（COP26）」において産業革命前からの気温上昇を1.5℃に抑
えるべく努力することが決議され、当社グループにおいても
2021年度に気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）
への賛同を表明しています。中長期の目標については、年度ご
との実績と共に開示を行っています。このような取り組みに
より、2022年度には、国際的な環境NGOであるCDPの気候
変動に関する調査において「Aリスト」企業に選定されました。
　また、お取組先と共に、「責任ある調達」を推進し、 「持続可
能なサプライチェーン」の実現に向けた取り組みを進めるこ
とも大変重要です。当社グループでは、2023年3月に「国連グ
ローバル・コンパクト（UNGC）」の理念に賛同、署名し、4月
にはグループの「人権方針」「調達方針」を改訂。6月には「お取
組先行動規範」を新たに制定し、UNGCが提唱する、人権・労
働・環境・腐敗防止の4分野に関する10原則を順守していく
姿勢を社内外に明確に示しています。
　③従業員満足度の向上への取り組みとしては、自律的な成
長を促すキャリア支援制度や従業員一人一人の潜在的な資質
を見極めた中長期目線での戦略的な配属を通じ、生涯にわた
るキャリアデベロップメントプログラム（生涯CDP）を構築

し、会社・上司・従業員が三位一体となり人的資本の最大化を
図っています。
　この土台として力を入れているのが、対話の風土づくりで
す。経営陣と従業員の定期的な対話会の実施や、上司と部下に
よる1on1ミーティングをはじめとした、各部署での対話に
より、企業理念や経営戦略への理解・浸透が深まってきたと感
じています。
　もう一つ重要なのは、「安心して働くことのできる職場環境
づくり」です。私たちは2023年6月に、グループ労働組合と共
に労使共同宣言を発信し、「適正な労働時間管理」と「ハラス
メント・ゼロ」を重点取り組みとして掲げました。
　また、ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョンの実
効性を高めるため、当社グループでは2023年度より、役員報
酬の評価指標としてESG指標を採用しています。
 

サステナビリティ経営の深化による、
豊かな未来の実現

　このような取り組みの実効性を高めるべく、2021年度か
らは私を議長とした「サステナビリティ推進会議」を年2回開
催し、取り組みの進捗確認のほか、ESGに関する最新動向や
環境の変化を踏まえ、中長期の方向性について議論していま
す。サステナビリティ課題を含む事業へのリスクについても、
私を議長とした「コンプライアンス・リスクマネジメント推進
会議」にて検討・モニタリングを実施しています。 
　2022年度には三越伊勢丹ホールディングスにサステナビ
リティ推進部を設置し、6つの「ワーキンググループ」の運営
を通じたグループ全体のサステナビリティ活動の推進を始め
ました。しかし、まだまだ各部門の業務や行動に反映しきれて

いないことも事実です。推進のスピードを上げるため、外部環
境の変化はもとより、当社グループのミッション、強み、各事
業、そして目指す姿に照らし、現在、重点取り組み（マテリア
リティ）を見直す議論に着手しています。
　サステナビリティ経営とは、私たちの強みを徹底的に活用し、
社会課題を解決することで、ステークホルダーに喜びを与え、
その対価として利益を得て、その利益を再投資することで次の
社会課題を解決するという循環を回していくことだと考えま
す。これを事業戦略に組み入れ、従業員一人一人が実行してい
くことこそが、私たちの根本精神にも通ずる、社会的価値と経
済的価値を共に高める持続可能な経営であり事業活動です。　
　三越伊勢丹グループは、これからもステークホルダーの皆さ
まとの対話を重ね、豊かな暮らしを未来につなぎ、より良い社
会づくりに貢献することをお約束します。そして、世界中の人
から注目され評価される企業グループとなり、末永く皆さまか
ら愛され信頼され続けることができるよう、進化し続けます。
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価値創造プロセス
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PDFの使い方
このPDFは、容易にページ間移動や外部リンク先へのア
クセスができるよう、各ページにカテゴリータブとナビ
ゲーションボタンを設けています。

本レポート内の関連する
ページに移動します。

関連する外部サイトに
移動します。
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編集方針

サステナビリティに関する情報開示
刊行物 PDF HTML

サステナビリティレポート
当社グループが持つ普遍的な価値観や強みを活かして、持続的な成長を
続けていくための姿勢と活動をステークホルダーの皆さまにご理解
いただくための網羅的な報告書です。

●
（日本語のみ）

●
（日本語／英語）

統合レポート
ステークホルダーの皆さまに、当社グループの経営戦略や事業概況、持続
的成長を続けていく価値創造に関する取り組みをご理解いただくため
の報告書です。

● ●

有価証券報告書
金融商品取引法第24条第1項に基づき作成し、関東財務局への提出を
義務づけられている報告書です。財務状況に関するより詳細な情報は
こちらをご参照ください。

●

コーポレート・ガバナンス報告書
コーポレートガバナンス・コードに従い、当社グループのコーポレート・
ガバナンスの考え方や体制などを記述したもので、東京証券取引所への
提出を義務づけられている報告書です。機関設計、運用状況、実効性
評価などのより詳細な情報はこちらをご参照ください。

●

将来見通しに関する注意事項／免責事項
本レポートに記載されている将来に関する記述は、三越伊勢丹ホールディングスが本レポート発行までに入手している情報および合理的であると判断する一定の
前提に基づいており、目標達成を約束する趣旨のものではなく、さまざまな要因により結果は大きく異なる可能性があります。
※本レポート内の組織名称、および従業員の在籍所属は2023年11月時点のものです

サステナビリティレポート（バックナンバー）
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/192

統合レポート（PDF）
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/sustainability-cms-
imhds-s3/pdf/imhds_report2023_jp_A3.pdf

有価証券報告書（PDF）
https://pdf.irpocket.com/C3099/ba4w/z1fO/x0iV.pdf

コーポレート・ガバナンス報告書（PDF）
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/sustainability-cms-
imhds-s3/pdf/governance_report.pdf

サステナビリティサイト（コーポレートサイト）
https://imhds.disclosure.site/ja

「三越伊勢丹ホールディングス サステナビリティレポート2023」（以下、
本レポート）は、「三越伊勢丹ホールディングス レポート2023（統合レ
ポート）」を補完するものです。より多くのステークホルダーの皆さまに
当社グループの姿勢やサステナビリティ活動について理解を深めてい
ただくことを目的に、重点的な取り組みについてご紹介します。
また、本レポートをもとに、ESG評価機関や投資家など多くのステーク
ホルダーの皆さまと対話を行い、指摘事項や期待を伺うことで、今後の
改善につなげていきたいと考えています。
ESGデータについては、ウェブサイトにて掲載しています。

報告期間
2022年度（2022年4月1日～2023年3月31日）を対象としていますが、
発行時点の最新情報も可能な限り掲載しています。

対象組織
三越伊勢丹グループおよび子会社、関連会社を基本としていますが、環
境・社会関連のデータについては一部集計範囲が異なる場合があります。
掲載するデータについて、集計範囲が異なる場合は、文中に明記しました。

発行時期
2023年11月

お問い合わせ先
（株）三越伊勢丹ホールディングス 総務統括部 サステナビリティ推進部
メールアドレス　csr@imhds.co.jp

ESGデータ集（コーポレートサイト）
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/138

参考にしたガイドライン
● GRI（Global Reporting Initiative）「GRIスタンダード」

● 経済産業省「価値協創ガイダンス」
● 気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）最終報告書

GRIスタンダード対照表はウェブサイトに掲載しています。
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/170

https://imhds.disclosure.site/ja/themes/138
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/sustainability-cms-imhds-s3/pdf/governance_report.pdf
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/138
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/sustainability-cms-imhds-s3/pdf/imhds_report2022_jp_A3.pdf
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/sustainability-cms-imhds-s3/pdf/imhds_report2023_jp_A3.pdf
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/sustainability-cms-imhds-s3/pdf/imhds_report2023_jp_A3.pdf
https://pdf.irpocket.com/C3099/mCOP/XkEa/Iusg.pdf
https://pdf.irpocket.com/C3099/ba4w/z1fO/x0iV.pdf
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/sustainability-cms-imhds-s3/pdf/governance_report.pdf
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/sustainability-cms-imhds-s3/pdf/governance_report.pdf
https://imhds.disclosure.site/ja
https://imhds.disclosure.site/ja
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/192
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/192
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/138
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/170


（2023年3月期） （2023年3月期）

国内 20 店舗

百貨店業

不動産業

その他

76.3%5.7%

3.8%

14.2%

識別顧客数（カード・アプリ会員等）

約 590万人

ステークホルダーに関係する数字事業に関係する数字

三越日本橋本店
三越銀座店
札幌三越
仙台三越
名古屋三越栄店
名古屋三越星ヶ丘店
広島三越
高松三越
松山三越
福岡三越
丸井今井札幌本店
函館丸井今井

伊勢丹新宿本店
伊勢丹立川店
伊勢丹浦和店
静岡伊勢丹
新潟伊勢丹
ジェイアール京都伊勢丹
岩田屋本店
岩田屋久留米店

オーランド三越
新光三越（15店舗）
MITSUKOSHI BGC
天津伊勢丹
天津濱海新区伊勢丹
仁恒伊勢丹
上海梅龍鎮伊勢丹
シンガポール伊勢丹 スコッツ店
シンガポール伊勢丹 タンピネス店
シンガポール伊勢丹 セラングーン店
クアラルンプール伊勢丹 Lot 10店
クアラルンプール伊勢丹 KLCC店
クアラルンプール伊勢丹 THE GARDENS店

海外 27 店舗

お客さま

百貨店店舗数 ※2023年11月末時点

百貨店業の総額売上高

4,874億円

売上高（連結）

1兆 2,173億円

1兆 175億円

総資産（連結）

株主数

約 30万人

株主さま

グループ従業員数

約 1.8万人

従業員（連結）

国内の百貨店お取組先数

約 2万社

お取組先

三越伊勢丹グループは百貨店を中核に据えながら、クレジット・金融、建装、旅行、システム、物流、人財派遣など幅広い事業を営む企業グループです。

当社グループは
「お客さまの暮らしを豊かにする、
“特別な”百貨店を中核とした
小売グループ」を目指しています。

当社グループの事業は、
あらゆるステークホルダーに

支えられています。

セグメント別の構成比
2022年度売上高クレジット・

金融・友の会業
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ステークホルダーと共に社会課題を解決する

　三越伊勢丹グループは、2023年に再整理した企業理念のも
と、事業活動を通じてお客さまの暮らしを豊かにすることを目
指し、「サステナビリティ基本方針」と3つの重点取り組み（マ
テリアリティ） P.15 に基づいたサステナビリティ経営を
行っています。
　重点取り組み①の「人・地域をつなぐ」は、百貨店を中心とし
た当社グループならではの独自性のある活動です。現在、日本
は少子高齢化や地域間の経済格差という大きな社会課題を抱
えています。私たちはこの課題に向き合い、店舗のある地域は
もとより、バイヤーが商品調達を通じてご縁をいただいた各地
域の魅力を日本全国のお客さまにご紹介し、地域活性化への貢
献に努めています。オンライン上の「三越伊勢丹ふるさと納税」

「MOO:D MARK by ISETAN」 P.20 は、このような役割
を強く担う成長事業です。また、2023年7月に「商業＋不動産」
による複合開発プロジェクトとしてフィリピンで開業した

「MITSUKOSHI BGC」での日本文化の発信や、国内店舗にご
来店くださる海外からのお客さまに向けたおもてなしも、さま
ざまな人・地域をつなぐ私たちの重要な活動と考えています。
　次に、こうした事業活動の土台となる「人権尊重」と「環境保全」
の取リ組みについてお話しします。2023年度、私たちが特に力
を入れているのが、重点取り組み②の「持続可能な社会・時代をつ
なぐ」の一つであるサプライチェーン・マネジメントの推進

P.38 です。社会的に重要度が増しているサプライチェーン
における人権と環境リスクへの対応を進めるべく、2023年6月
に「お取組先行動規範」を新たに制定しました。上期はグループ従
業員のうち約9千人が人権・環境リスクに関する教育を受講し、
事業を行ううえでの責任への理解を深めると同時に、百貨店業を
中心としたお取組先約6千社に「お取組先行動規範」についての
お知らせをしました。年度末に向けては、グループ会社のお取組
先を含めて約1万社の皆さまに各社の人権・環境への取り組みに
関するアンケートへのご協力をお願いし、対話を重ねることでお
取組先と共に持続可能なサプライチェーンの実現を目指してい
きます。
　また、環境保全に関するグループ内での取リ組みについては、伊
勢丹新宿本店での「AIスマート空調システム」導入による省エネ推
進や、三越伊勢丹物流センター（埼玉県所沢市）への太陽光発電に
よる創エネの拡大 P.32 など、2030年度の温室効果ガス排出
量削減目標の達成に向け歩みを進めています。
　毎年実施しているサステナビリティ活動に関するお客さま
アンケート P.14 においても、「三越伊勢丹グループに一番
期待しているサステナビリティの取リ組み」として、食品ロス
の削減や温室効果ガス排出量の削減、リユース・リサイクルと
いった回答が近年増加しており、環境課題への一層の努力が求
められていると認識しています。

ひとの力で、ステークホルダーの “こころ” を動かす

　もうひとつが重点取り組み③の「従業員満足度の向上」です。
これは、従業員の働きがいと働きやすさを共に実現し、一人一人
が最大限に能力を発揮できるよう「ダイバーシティ、エクイティ
＆インクルージョン」を推進する取り組みです。“働きがい”の向
上のためには「生涯CDPの推進」 P.46 、“働きやすさ”の向
上のためには「ライフワークバランスの実現」 P.52 を図り、
これらを支えるコミュニケーションの土台として、引き続き

「対話文化」の醸成をグループ全体で行っていきます。　
　 こ れ ら の 活 動 を 通 じ て、2023年 は「 健 康 経 営 優 良 法 人
2023」への選定および女性活躍推進法に基づく優良企業認定

「えるぼし認定」の最上位である3つ星を取得しました。加えて
6月には、「適正な労働時間管理」と「ハラスメント・ゼロ」に関
する具体的な行動指針を示し、従業員皆が「安心して働くこと
のできる職場環境づくり」の実現を目指すことを労使共同宣言
として発信しました P.61 。現在、再構築中の「中長期人財
戦略」においても「ひとの力の最大化」を柱に据え、従業員の成
長を「未来まで続く、唯一無二の企業グループづくり」につなげ
ることを目指します。
　私たち三越伊勢丹グループは、創業以来の長きにわたり、常
に時代の半歩先を意識し、「あたらしい、豊かな暮らしと文化」
をお客さまに提案し続けてきました。変化が激しいこの時代に
おいても、ステークホルダーの皆さまとの対話を通じて私たち
の果たすべき役割をしっかりと見定めることで、必ずや社会か
らの期待に応えられると信じています。
　約3年間のコロナ禍を経て、いよいよこれから私たちのサス
テナビリティ経営の真価が問われるフェーズです。従業員一人
一人がサステナビリティの方針を理解、共感し、事業活動と一
体化させてPDCAを回して、その実効性を高められるよう、尽
力してまいります。

サステナビリティ経営を通じた、
課題解決と企業成長の実現

サステナビリティ担当役員メッセージ

執行役常務 CAO 兼 CRO 兼 CHRO※

金原 章
※CAO：チーフ・アドミニストレイティブ・オフィサー、CRO：チーフ・リスク・オフィサー、

CHRO：チーフ・ヒューマン・リソース・オフィサー



～日本の誇り､世界への発信力を持ち､高感度上質消費において最も支持される～

お客さまの暮らしを豊かにする、“特別な”百貨店を中核とした小売グループ
長期に目指す姿

企業倫理行動基準

人権方針

調達方針

環境方針

コーポレートガバナンス・
ガイドライン

社会に対する企業の責任として、

社会のさまざまな課題に向き合い、

企業活動を通じてその解決に貢献することで、

関わりのあるすべての人々の豊かな未来と、

持続可能な社会の実現に向け

役割を果たしていきます。

サステナビリティ基本方針

当社グループ お取組先・調達先

お取組先行動規範

サステナビリティに関する課題を当社グループの経営基盤を支える重要課題と捉え、サステナビリティ基本方針と5つの基準・方針に基づき取り組みを進めています。
2023年6月には「お取組先行動規範」を新たに制定しました。お取組先および調達先にご理解、実践いただくことで、持続可能なサプライチェーンの構築に向けて協働してまいります。

お取組先や調達先とともに
持続可能なサプライチェーンを構築します

お客さまに安全・安心な商品・サービスを提供するために

法令順守や品質管理のほか、人権や環境への配慮など、

ご理解・ご協力いただきたい事項をまとめています。

サステナビリティに関する方針の全文はウェブサイトに掲載しています。
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/197#1255
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基本的な考え方
三越伊勢丹グループは、全てのステークホルダーとバランス良く、未来志向で友好的な対話やコミュニケーションを通じてWin-Winの関係性を構築し、
社会価値向上および企業価値向上に貢献していきます。ステークホルダーの皆さまからの重要なご意見を社会課題や経営課題の認識につながる手段と位置づけ、
経営の意思決定に活用する仕組みづくりを強化するとともに、日頃より積極的なコミュニケーション活動に励んでまいります。

ファン化

継続的な対話と適切なフィードバックにより、全てのス
テークホルダーに当社グループのファンになっていた
だくことを目指します。

ステークホルダー 取り組みの考え方 主な対話手段

お客さま
私たちは、お客さまの想いに寄り添い、コミュニケーションを大切にしながら、安全・
安心の確保とともに、最良の品揃えとサービスを提供し、信頼され選ばれ続ける存在
を目指します。

日々の営業活動
代表お問い合わせ窓口
お客さまアンケート

お取組先
私たちは、お取組先との共存共栄の精神を尊び、安全・安心な商品・サービスを提供
するとともに、責任あるサプライチェーンの構築に取り組み、持続可能な社会の実
現に向け役割を果たしてまいります。

お取組先行動規範の通知
お取組先アンケート
お取組先方針説明会
お取組先との個別対話

株主／投資家
私たちは、株主／投資家の皆さまとの双方向のコミュニケーションや適時・適正な
情報開示などを通じ、経営の透明性の維持と説明責任を果たしながら、持続的な企
業価値の向上を目指します。

株主総会、株主アンケート
IR説明会（決算説明会・個人投資家向け説明会）
サステナビリティ説明会、事業説明会
統合レポート、サステナビリティレポート

従業員
私たちは、多様な人財が失敗を恐れずに挑戦できる組織風土をつくるため、従業員
との対話を重視するとともに、各施策・制度の整備を行い、「働きがい」「働きやすさ」
が両立する職場環境の実現を目指します。

役員・従業員対話会、1on1ミーティング
社内イントラネットを通じた情報提供・意見交換
従業員エンゲージメント調査
組合活動、労使協議会

地域社会／コミュニティ
私たちは、地域社会やコミュニティに寄り添い、要請に合った商品・サービスの提
供を通じ、地域社会の発展に貢献する活動を推進することで、お互いを尊重し合え
る関係性を築きます。

社会貢献活動（災害支援・ボランティア活動など）
地域行事などへの参加
産学連携活動の推進、（公財）伊勢丹奨学会を通じた次世代教育支援
文化・伝統イベントの開催

未来志向のエンゲージメント バランス経営

各ステークホルダー間のバランスを重視し、全てのス
テークホルダーから信頼される関係性の構築を目指
します。

ステークホルダーとの相互理解のもと、課題解決を通
じて、常に時代の要請に応え続ける企業であることを目
指します。

ステークホルダーエンゲージメント




